
 

 

 

 

  

 

 

みなんさんは「自由」という言葉を聞くと、とても楽なことだと考えると思います。 

それは「自分の好きなときに好きなことができると思う。」からではないでしょうか？ 

しかし「自由」にするということは難しいことです。「自由」にするときは「自分が決めた物

事に責任をもつ」ことが大切になるからです。 

正しく自分で決めるためには、たくさんの知識や経験が必要になります。また、社会のルール

やマナーを守らなければ正しい判断ができません。 

社会は自分だけでなく、たくさんの人との関わりで成り立っています。その中で、いろいろな

経験を積み、たくさんの知識を身につけ、社会のルールやマナーをしっかり守れるようになれば

「自由」なことを正しくできるようになると思います。 

 

 

 

 

夏休みはどうでしたか。有意義に過ごせましたか。あなたの夏休みを振り返ってみましょう。 

 

 □ 規則正しい生活ができた。 

 □ 食事は、３食必ず食べた。 

 □ 夏休みの課題は計画的に進めた。 

 □ SNSやインターネットの利用に気をつけて生活をした。 

 □ 危険な行為をせず、安全に気をつけて生活した。 

 □ 家庭での手伝いを積極的にした。 

 □ 地域の人に積極的に挨拶をしたり、地域の行事に参加したりした。 

 

 さて、いくつ☑がつきましたか。 

  ７個  ・・・すばらしい！！あなたは「文句なし！」の自立した中学生です。２学期の成長

が楽しみです。周囲の人も期待しています。 

５～６個 ・・・よい夏休みでしたね。思い出もたくさんできたでしょう。２学期は、目標に向

かって自分で自分を高めていきましょう。 

３～４個 ・・・ちょっと自分に甘いところがあったようです。自分を良くするのも悪くするの

も、あなた次第。２学期は「自分に厳しく他人に優しく」を心がけましょう。 

２個以下 ・・・まず生活を立て直しましょう。「食べる」「寝る」「活動する」のリズムを     

しっかり整えて体育祭に臨みましょう。 

 

 

 

三国中学校では、安心して過ごすことができる学校にするために、２学期は９月に「スタート

チェック」、１１月に「いじめ・悩み調査」「教育相談」「友達関係調査」、１２月「子どもの

声調査」を行います。心配なことがあれば、周りの人に相談しましょう。みんなで協力して解決

していきましょう。一人で抱え込まないでください。 
 

＜いじめの定義＞ 

〇「いじめ」とは、当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的

な影響を与える行為（インターネットを通して行われるものを含む。）により、当該行為の対

象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをさします。 

〇けんかやふざけ合いであっても見えない所で被害が発生している場合もあるため、背景にある

事情の調査を行い、児童生徒の感じる被害性に着目し、いじめに該当するか否かを判断します。 

                         （「福井県いじめ防止基本方針」より） 

 

 

 

 

 

★許可の理由 

気温上昇に伴い、生徒の熱中症予防をするため 

（裾を出すことで、体感温度が４度程度下がる。） 

★許可の期間 

 ８月２９日（火）～９月末まで ※許可期間終了の連絡は生徒指導部から連絡する。 

★内容 

 体操服での活動時は裾を出して活動をしても良い。 

 ただし、体育祭の開会式と閉会式は裾を入れる。※式典だからです。 

※体操服で活動する場合、半袖半ズボンを基本とするが、アレルギーや日焼け等特別な配慮が

必要の場合は担任に相談する。日焼けに関しては生徒心得を参照 

 

 

 

○８月２９日～９月８日まで（文化祭終了まで）体操服登校 

○気温が高い日が続きます。熱中症の対策をしましょう。 

  ・登下校時、体育祭練習時は帽子を着用しましょう。 

  ・水分（お茶又はスポーツ飲料）を多めに準備しましょう。 

○体育祭が終わるまで特別時間割が続きます。自分の役割や活動時間をしっかり 

把握しましょう。 

三国中学校 生徒指導部だより                 令和５年８月３０日 
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その他の連絡事項


